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研究成果の概要（和文）：ダムがサケ類を利用する捕食者に対して与える影響を調べた従来の研究は、ダムの有
無に応じて、それらの捕食者の成長率や餌資源が異なることに着目した研究が中心であった。しかし、サケ類を
利用する捕食者の個体群過程への影響を理解するためには、捕食者の生活史形質に与える影響を明らかにする必
要がある。本研究では、秋にサケ類の卵を捕食する淡水魚のオショロコマの生活史形質に与える影響を調べた。
その結果、サケ類の卵を捕食できないダム上流のオショロコマの肥満度と成熟サイズは、サケ類の卵を捕食でき
るダム下流のオショロコマと異なることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：Previous studies investigating the impact of dams on predators utilizing 
salmonids have primarily focused on differences in the growth rate and food resources of these 
predators. However, to understand the effects on the population dynamics of predators utilizing 
salmonids, it is necessary to elucidate the impact on the life history traits of the predators. In 
this study, I examined the impact on the life history traits of Southern Asian Dolly Varden Charr 
(Salvelinus curilus), a freshwater fish that preys on salmonid eggs. As a result, condition factor 
and maturation size of the charr upstream of dams, where they cannot prey on salmonid eggs, differed
 from those downstream of dams where they can prey on salmonid eggs.

研究分野：魚類生態学

キーワード： サケ科魚類　世界遺産　知床　ダム

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
ダムは、世界各地の河川で遡河性サケ類の産卵遡上を妨げており、サケ類を利用する捕食者に対する影響が懸念
されている。本研究結果は、砂防ダムの改良（スリット化や魚道敷設）を行うことで遡河性サケ科魚類の産卵遡
上を甦らせ、捕食者への影響を軽減することの重要性を示唆している。知床世界自然遺産地域では、ダム改良の
取り組みが全国に先駆けて進められているが、こうした取り組みを日本国内に広く拡張し、推進する必要があ
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

知床世界自然遺産の多くの河川で、砂防ダムが遡河性サケ類の産卵遡上を妨げている。砂防

ダムがサケ類を利用する捕食者に対して与える影響を調べた従来の研究は、砂防ダムの有

無に応じて、それらの捕食者の成長率や餌資源が異なることに着目した研究が中心である。

しかし、サケ類を利用する捕食者の個体群過程への影響を理解するためには、砂防ダムが餌

資源供給の季節性を変えることで、捕食者の生活史形質に与える影響についても明らかに

することが必要である。 

 

 

２．研究の目的 

本研究は、知床半島の河川において、砂防ダムが

秋季に供給されるサケ類の卵の有無を左右する

ことで、サケ類の卵を捕食する淡水魚のオショロ

コマの生活史形質がどのように応答するか、を調

べる。 

 

 

３．研究の方法 

知床半島の河川に生息するオショロコマの主な

繁殖時期である 10 月下旬に、砂防ダムがサケ類

の遡上を妨げている河川と妨げていない河川で

オショロコマのサンプリングを繰り返し実施し

た。それらのサンプリングで得られた個体につい

て、体長と体重の計測、雌雄判別と成熟の有無の

確認を行った。また、5%ホルマリン液に保存した

成熟メスの卵サンプルについて、卵一粒あたりの

重量を計測し、卵サイズの指標値を得た。卵サイ

ズについては、体サイズの影響を補正するため

に、統計的に体長の影響を考慮した。上記で得ら

れたデータから肥満度と成熟サイズ、卵サイズに

ついて、砂防ダムがサケ類の遡上を妨げている河

川と妨げていない河川の間で比較を行った。 

 



 

４．研究成果 

研究の結果、サケ類の卵を捕食できないダム上流のオショロコマの肥満度と成熟サイズは、

サケ類の卵を捕食できるダム下流のオショロコマと異なることが明らかになった（図 1, 2）。

一方で、卵サイズは、ダムの上下で異ならなかった。 

 

 

図 1. ダムの上流と下流におけるオショロコマの肥満度 

 

 
図 2. ダムの上流と下流におけるオショロコマの成熟サイズ 

 

これらの結果は、砂防ダムの改良（スリット化や魚道敷設）を行うことで遡河性サケ科魚類

の産卵遡上を甦らせ、捕食者への影響を軽減することの重要性を示唆している。知床世界自

然遺産地域ではダム改良の取り組みが全国に先駆けて進められているが、こうした取り組

みを日本国内に広く拡張し、推進する必要があると考えられる。 
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